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オ ン ドル 構 造 の発 展 過 程 と 日本 へ の伝 来 に 関す る研 究

○劉福姫゛ 田中辰明**    （*お茶女大・院）（゛*お茶女大）

目的　オンドルの発展過程や背景を考察、オンドルが何故日本に伝わなかったのかについて考える。

方法　文献および現地調査によってオンドル構造の時代的発展過程、オンドル形成の社会的背景、

日・韓の文化交流の時代的特性、両国の気候特性などについて考察を行った。

結論　 オンドル構造は一段階の炉時代、二段階のトーノル竃や暖房用炉の分離、三段階の火口が付

いて排煙施設が設けられた坑道（一・¬字形オンドル）、四段階の全床の坑道時代（在来式のオン

ドル構造の形成）と発展してきた。オンドルの形成過程の特色としては　 ①オンドルは寒い北方地

域に起源をもち、②北から南へと進んだ経緯が推測される。③中世のオンドルは貧民の採暖方法と

して社会的に認識されていたため、上流階級はオンドルを取り入れることを体面上、抑えるという

風潮があった。しかし、④ようやく1  8 世紀になって上流階級までオンドルが伝播されたことが文

献によって分かった。つまりオンドルの伝播は下層階級の文化を上流階級が獲得してきたことによ

りなされた。このことに基づいて日本にオンドルが何故伝わなかったかということについては次の

ように考えられる。①両国の気候的側面が挙げられる。即冬の寒さより夏の暑さ、湿気対策の方が

日本にとって重要な問題だったからではないかのことである。また②日・韓との交流の考察から両

国の交流が活発に行ったのはA.D.5 －7　 世紀頃であり、この頃、オンドル構造は二段階から三段

階への変化し始まった時期であり、まだオンドルが完成されていなかったということである。③オ

ンドルは寒い北部地方の下層階級の採暖方法だったので日本はオンドルの受容にはあまり積極的で

はなかったということも考えられる。

2Mp-2 江戸時代中、後期の住まいについての研究（第13報）

－『匠家故実録 』の分析一

跡見学園女子大学短大　　村田　あが

目的：　家相文献を中心とする江戸時代の家相説に関する研究の一環として、本報告

では家相文献の著者であ る家相相者が著した、建築儀礼についての文献の分析を通して

当時 の建築 に関する祭事 と、その際の家相相者の関わり方について明らかにする。

方法：　分析6こIt江戸時代の寛政、騨ﾛ 、文化期4こ畿内で活躍した家相相者 である松

細腰 鶏力槽 した『匠家故実録』（享和３年(1803 ）自序）を用いた。また、家 相文献の

内容との比較には、松浦東鶏、松浦琴鶴の家相文献を用いた。

結論：　『匠家故実録』は、建築工匠を対象に記された建築儀礼の教本である。斑鳩

に伝わる「宮社仏閣室殿宅屋を建て営むの法」を東鶏がまとめたものであり、地鎮祭、

地曳き、龍伏（いしずえ）、初新（ておのはじめ）、清mi きよがんな）、立柱（はし

らだて）、上棟（むねあげ）の各儀礼の式礼方法、祭神、供物、祝詞、略式礼法を説明

し、祭壇の整え方を図示している。家相相者が、建 築工事の節目に行われる建築儀礼に

まで関わる状況が明らかであるが、家 相説に関する言及は少なく、方位に関する禁忌は

鬼門 除けと祭神を祀る方位程度である。家相考鑑、地鎮祭、上棟祭、入居の際の祭事な

ど、建築造営という行為に同一の宗教者力s介在する こと、さらにそれにより建築物に精

神陛、霊性が加味され、神社仏閣なら神仏の、家屋なら人 の生丿舌する場と認知される過

程が明らかになった。
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